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1．はじめに 

光周波数コムは，光計測分野のブレークスルーとなり，超高精度な光計測を可能にし，

その活用が広まり続けている．光周波数コム応用では，それ自身のもつパラメータ(frep:繰

り返し周波数，fCEO:キャリアエンベロープオフセット周波数)の不安定性が，測定の不確か

さに影響を及ぼすことが知られている．我々は，高安定な光周波数コムを得るため，

Figure 9 型ファイバレーザに注目した．Figure 9 型ファイバレーザは非線形増幅ループミラ

ー (Nonlinear amplifying loop mirror: NALM)を用いて受動モード同期が得られるレーザであ

る．更に，偏波保持ファイバにより構成することで対環境安定性を高めることができる

[1]．我々はゼロ分散領域で偏波保持 Figure 9 型ファイバレーザを開発した[2]．今回は，そ

のレーザを光源とする光周波数コムの開発に取り組んだ． 

2．実験結果 

偏波保持 Figure 9 型 Er 添加ファ

イバレーザを用いた光周波数コ

ムの構成を Fig. 1 に示す．共振

器分散値は+0.0031 ps2でありス

トレッチパルスモード同期動作

が得られている．平均出力は

5.4 mW， frepは 43.7 MHz であ

る．fCEO信号を f-2f 干渉計を用

いて検出するため，このレーザ

出力をシミラリトン増幅，パルス圧縮を行

い高非線形分散シフトファイバに入射し，1

オクターブ以上に広がったスーパーコンテ

ィニューム(SC)光を生成した．更に，オク

ターブスパン SC 光を f-2f 干渉計に入射する

ことで fCEO信号を検出した．その結果を

Fig. 2 に示す．測定はフリーランで行われ，

fCEO信号の SNR は 30 dB を越え線幅は 45.7 

kHz だった．また frepと fCEOのうなりの成分

も観測された． 
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Fig. 2  fCEOと frepの RF スペクトル 

Fig. 1 共振器及び fCEO検出の実験構成 
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